十字架と悔い改め　　　　ベック兄(ドイツ喜びの集い、2010/10/12)

引用聖句：ルカの福音書1章1節-25節、57節-80節

1,2 私たちの間ですでに確信されている出来事については、初めからの目撃者で、みことばに仕える者となった人々が、私たちに伝えたそのとおりを、多くの人が記事にまとめて書き上げようと、すでに試みておりますので、 

3 私も、すべてのことを初めから綿密に調べておりますから、あなたのために、順序を立てて書いて差し上げるのがよいと思います。尊敬するテオピロ殿。 

4 それによって、すでに教えを受けられた事がらが正確な事実であることを、よくわかっていただきたいと存じます。 

5 ユダヤの王ヘロデの時に、アビヤの組の者でザカリヤという祭司がいた。彼の妻はアロンの子孫で、名をエリサベツといった。 

6 ふたりとも、神の御前に正しく、主のすべての戒めと定めを落度なく踏み行なっていた。 

7 エリサベツは不妊の女だったので、彼らには子がなく、ふたりとももう年をとっていた。 

8 さて、ザカリヤは、自分の組が当番で、神の御前に祭司の務めをしていたが、 

9 祭司職の習慣によって、くじを引いたところ、主の神殿にはいって香をたくことになった。 

10 彼が香をたく間、大ぜいの民はみな、外で祈っていた。 

11 ところが、主の使いが彼に現われて、香壇の右に立った。 

12 これを見たザカリヤは不安を覚え、恐怖に襲われたが、 

13 御使いは彼に言った。「こわがることはない。ザカリヤ。あなたの願いが聞かれたのです。あなたの妻エリサベツは男の子を産みます。名をヨハネとつけなさい。 

14 その子はあなたにとって喜びとなり楽しみとなり、多くの人もその誕生を喜びます。 

15 彼は主の御前にすぐれた者となるからです。彼は、ぶどう酒も強い酒も飲まず、まだ母の胎内にあるときから聖霊に満たされ、 

16 そしてイスラエルの多くの子らを、彼らの神である主に立ち返らせます。 

17 彼こそ、エリヤの霊と力で主の前ぶれをし、父たちの心を子供たちに向けさせ、逆らう者を義人の心に立ち戻らせ、こうして、整えられた民を主のために用意するのです。」 

18 そこで、ザカリヤは御使いに言った。「私は何によってそれを知ることができましょうか。私ももう年寄りですし、妻も年をとっております。」 

19 御使いは答えて言った。「私は神の御前に立つガブリエルです。あなたに話をし、この喜びのおとずれを伝えるように遣わされているのです。 

20 ですから、見なさい。これらのことが起こる日までは、あなたは、おしになって、ものが言えなくなります。私のことばを信じなかったからです。私のことばは、その時が来れば実現します。」 

21 人々はザカリヤを待っていたが、神殿であまり暇取るので不思議に思った。 

22 やがて彼は出て来たが、人々に話をすることができなかった。それで、彼は神殿で幻を見たのだとわかった。ザカリヤは、彼らに合図を続けるだけで、おしのままであった。 

23 やがて、務めの期間が終わったので、彼は自分の家に帰った。 

24 その後、妻エリサベツはみごもり、五か月の間引きこもって、こう言った。 

25 「主は、人中で私の恥を取り除こうと心にかけられ、今、私をこのようにしてくださいました。」 

57 さて月が満ちて、エリサベツは男の子を産んだ。 

58 近所の人々や親族は、主がエリサベツに大きなあわれみをおかけになったと聞いて、彼女とともに喜んだ。 

59 さて八日目に、人々は幼子に割礼するためにやって来て、幼子を父の名にちなんでザカリヤと名づけようとしたが、 

60 母は答えて、「いいえ、そうではなくて、ヨハネという名にしなければなりません。」と言った。 

61 彼らは彼女に、「あなたの親族にはそのような名の人はひとりもいません。」と言った。 

62 そして、身振りで父親に合図して、幼子に何という名をつけるつもりかと尋ねた。 

63 すると、彼は書き板を持って来させて、「彼の名はヨハネ。」と書いたので、人々はみな驚いた。 

64 すると、たちどころに、彼の口が開け、舌は解け、ものが言えるようになって神をほめたたえた。 

65 そして、近所の人々はみな恐れた。さらにこれらのことの一部始終が、ユダヤの山地全体にも語り伝えられて行った。 

66 聞いた人々はみな、それを心にとどめて、「いったいこの子は何になるのでしょう。」と言った。主の御手が彼とともにあったからである。 

67 さて父ザカリヤは、聖霊に満たされて、預言して言った。 

68 「ほめたたえよ。イスラエルの神である主を。主はその民を顧みて、贖いをなし、 

69 救いの角を、われらのために、しもべダビデの家に立てられた。 

70 古くから、その聖なる預言者たちの口を通して、主が話してくださったとおりに。 

71 この救いはわれらの敵からの、すべてわれらを憎む者の手からの救いである。 

72 主はわれらの父祖たちにあわれみを施し、その聖なる契約を、 

73 われらの父アブラハムに誓われた誓いを覚えて、 

74,75 われらを敵の手から救い出し、われらの生涯のすべての日に、きよく、正しく、恐れなく、主の御前に仕えることを許される。 

76 幼子よ。あなたもまた、いと高き方の預言者と呼ばれよう。主の御前に先立って行き、その道を備え、 

77 神の民に、罪の赦しによる救いの知識を与えるためである。 

78 これはわれらの神の深いあわれみによる。そのあわれみにより、日の出がいと高き所からわれらを訪れ、 

79 暗黒と死の陰にすわる者たちを照らし、われらの足を平和の道に導く。」 

80 さて、幼子は成長し、その霊は強くなり、イスラエルの民の前に公に出現する日まで荒野にいた。 

今朝は、ちょっとだけバプテスマのヨハネについて一緒に考えたいと思います。なぜならば、イエス様は、人をあんまり誉めなかったんです。けれども、バプテスマのヨハネは誉められたんです。マタイの福音書11章9節に、イエス様は次のように言われました。

マタイの福音書11:9

9 でなかったら、なぜ行ったのですか。預言者を見るためですか。そのとおり。だが、わたしが言いましょう。預言者よりもすぐれた者をです。 

結局、預言者はいっぱいいましたし、聖書のみことばを書いた人々とは、もちろんみな預言者たちだったんですけども、イエス様の話によると、バプテスマのヨハネはナンバーワンです。どうしてでしょうか。3つの質問について考えましょうか。第一番目、ヨハネとは、誰のことでしょうかね。第二番目、ヨハネとイエス様との関係は、どういうものだったのでしょうか。そして第三番目、ヨハネは、どういう影響を当時及ぼしたのでしょうか。

今読んでもらいました箇所を見ると解かります。ヨハネは、ザカリヤとエリサベツの息子でした。ザカリヤという男は、模範的な、生ける真の神に仕える祭司でした。もちろん彼だけではなく、夫婦は本当に一つになって、主に仕えましょうという気持ちでいっぱいでしたね。今読んでもらいました、ルカの福音書1章6節

ルカの福音書1:6

6 ふたりとも、神の御前に正しく、主のすべての戒めと定めを落度なく踏み行なっていた。 

これはすごい言葉です。もちろん、主に仕えたい、主に用いてもらいたい気持ちでいっぱいでしたけど、二人とも悩んだんです。子供がない。これは二人ともの大きな悩みだったようです。なぜならば、当時の一般的な考え方とは、子供がないということは神の罰です。罪を犯したから、だから子供が与えられない。この苦しみによって、二人は祈り、そして自分の心を、主に注いだのです。13節ですね。

ルカの福音書1:13

13 御使いは彼に言った。「こわがることはない。ザカリヤ。あなたの願いが聞かれたのです。」 

結局、彼は願った。求めた。そして、天の使いは

ルカの福音書1:13

13 あなたの妻エリサベツは男の子を産みます。名をヨハネとつけなさい。 

最近、もちろん比較的早く、生まれる子供が男か女か解かる。昔は誰も解からなかったけど、この二人は解かった。男になる、そして名をヨハネとつけなさい。けども、家族の中で、親戚の中で、誰もヨハネという名前を持っていなかったんです。だからちょっとおかしい。ザカリヤに男の子が与えられると約束された時、「ありがたい、うれしい。」気持ちにならなかった。結局、主の約束を理解できなかったし、想像することもできなかったし、だから信じられなかった。ちょっと悲劇的です。

ルカの福音書1:18

18 そこで、ザカリヤは御使いに言った。「私は何によってそれを知ることができましょうか。私ももう年寄りですし、妻も年をとっております。」 

ルカの福音書1:20

20 ですから、見なさい。これらのことが起こる日までは、あなたは、おしになって、ものが言えなくなります。私のことばを信じなかったからです。 

とんでもない罪です。理解できなくても、ぴんとこなくても、関係ないんじゃないの。「主の約束ですから信じます。」ザカリヤのとった態度は、そういう態度ではなかった。「私のことばは、その時が来れば実現します。」結局、主は嘘を知らないお方ですし、必ず自分の約束を守るお方です。

主のみことばを、幼子のように受け入れるのではなくて、自分で理解しようとする者は、結果として、信じられない。信じられないのは当たり前のことです。ザカリヤは、幼子のように、主の約束を受け入れなかったのです。結果として、おしになりました。今までは、彼は主のみことばを述べ伝えました。けども、今までみことばを述べ伝えた者は、証人ではなく、みことばを述べ伝える者ではなく、おしになってしまった。

けれど信者たちの中には、証になる人の数よりは、おしになってしまっている信者の数の方が多いんじゃないでしょうか。私たちは、主の証人であるか、罪によって、おしになっているかの、どちらかなのではないでしょうか。けれど、おしになったとしても、おしまいじゃないよ。回復される道がある。これこそが、聖書の何回も何回も何回も述べ伝えられる事実です。

このザカリヤも、もちろん回復されました。主の恵みのゆえに、回復されただけじゃなくて、主の恵みを歌う、新約聖書の中に初めて出てくるものです。ザカリヤは、新約聖書に出てくる最初の主の恵みを歌う者になりました。今読んでもらいました箇所をもう一回読みましょうか。68節からですね。おしになった者が、急に開放され、主をほめたたえる者になった。

ルカの福音書1:68-77

68 「ほめたたえよ。イスラエルの神である主を。主はその民を顧みて、贖いをなし、 

69 救いの角を、われらのために、しもべダビデの家に立てられた。 

70 古くから、その聖なる預言者たちの口を通して、主が話してくださったとおりに。 

71 この救いはわれらの敵からの、すべてわれらを憎む者の手からの救いである。 

72 主はわれらの父祖たちにあわれみを施し、その聖なる契約を、 

73 われらの父アブラハムに誓われた誓いを覚えて、 

74,75 われらを敵の手から救い出し、われらの生涯のすべての日に、きよく、正しく、恐れなく、主の御前に仕えることを許される。 

76 幼子よ。あなたもまた、いと高き方の預言者と呼ばれよう。主の御前に先立って行き、その道を備え、 

77 神の民に、罪の赦しによる救いの知識を与えるためである。 

生まれたばっかりの赤ちゃんに向かって、「幼子よ。あなたもまた、いと高き方の預言者と呼ばれよう。」と彼は言うようになったのです。結局、心の目が開かれたからです。彼は、本当に信じられなかった、理解できなかったから信じられなかっただけなんですけども、もちろん私たちは解かってから、理解してから信じるという態度をとると、大間違いです。どうして信じることができるか、主が約束したからです。ザカリヤはこの態度をとれなかったから、やっぱりちょっと、問題なんです。

奥さんは、エリサベツは、違う態度をとったんです。彼女も祭司の家系の子孫でした。エリサベツという名前の意味は、「主は真実である」。ご主人は毎日、何回も何回も呼んだでしょ。「エリサベツ、主は真実である」すばらしい名前です。彼女もザカリヤのように、子供がなかったことが悩みとなっちゃったし、恥と思われたでしょう。けれど、彼女は自分の夫とは違って、主に信頼したんです。「理解できても、できなくても、関係ない。神には、できないことはない。」と彼女は確信しました。我々も、ザカリヤに似てるか、エリザベツに似てるかなのではないでしょうか。

このルカの福音書1章2章に出てくる、ヨセフとマリヤ、シメオンとアンナと同様に、ザカリヤとエリザベツも約束されたメシア、救い主を待ち望んだのです。そして現実問題として、だいたいこの6人だけ、赤ちゃんを見た時、約束された救い主であるとわかったんです。もちろん、マリヤはずっと前からわかったよ。

男の人と関係を持っていないのに、妊娠するのは、いったいどういう話。いや、大変な戦いだったんです。ヨセフは、彼女が妊娠した時、「もういやです。彼女と結婚したくない。もう充分です。」という態度をとったんですけど、御使いは、「違う。彼女は別の男といっしょになってないよ。聖霊によって与えられたものです。」　二人はそれをすぐ解かったし、そして今話したザカリヤもエリザベツも同じ確信を持っていたのです。

それからイエス様は、8日目に宮に運ばれた時、2人の老人たちがいました。アンナという女性は、おばあちゃんですけど、84歳で、シメオンも同じ歳だったんですけど、赤ちゃんを見た時すぐ、約束された救い主ですと解かったんです。ですから、だいたい6人しか解からなかったんです。恵まれた6人でした。結局彼らは、救い主を待ち望んでいたのです。いつ来るかわからない、けど約束されているから、必ず来る。主から離れている自分の民の状態は、結局、彼らの心の痛みだったでしょう。ヨハネはこういう人達の中で、大きくなったんです。

そして、だんだんやっぱり、同じ痛みを感じ、救い主を待ち望むようになりました。ヨハネは祭司の家系の子孫として、本当は、20歳になると、祭司職に対するすべてのことを勉強しなければならなかったんです。けど、ヨハネは自分の使命は祭司になることじゃなくて、預言者になることであると確信しました。それで彼は、10年の間荒野に引きこもり、その生涯の使命のために準備をしていました。30歳になってから初めて、公に福音を述べ伝えるようになりました。

もちろん、イエス様の場合も同じです。当時のきまりによると、公に話したのは30歳になる前。だからイエス様は30歳になるまで、大工さんとして、お働きになったのです。10年の間、ヨハネは荒野で主の神聖さ、また自分のための滅び行く状態を見ました。ヨハネは、斧がすでに木の根元に置かれているという、主の近づいている裁きを見ただけじゃなくて、主の赦しも備えられていることを見ました。

ヨハネという名前の意味は、「彼は恵み深い」という意味であり、これはただ彼の名前だけじゃなくて、彼の述べ伝えたメッセージ、宣教そのものでした。主は恵み深い。主の恵みを経験する前提条件は、もちろん悔い改めです。それで、ヨハネの述べ伝えたことは、悔い改めるということであり、意味は、主に立ち返ることです。彼の使命は、すでに旧約聖書の中で預言されています。ちょっと一箇所見てみましょうか。ヘンデルのメサイアの中でも、このみことばが出てきます。

マラキ書3:1

1 「見よ。わたしは、わたしの使者を遣わす。彼はわたしの前に道を整える。あなたがたが尋ね求めている主が、突然、その神殿に来る。あなたがたが望んでいる契約の使者が、見よ、来ている。」と万軍の主は仰せられる。 

イザヤ書40:3

3 荒野に呼ばわる者の声がする。「主の道を整えよ。荒地で、私たちの神のために、大路を平らにせよ。 

ヨハネの名前は、今読みました箇所によると、「わたしの使者」、または「荒野で呼ばわる者の声」と名づけられていました。使者は道を備える者であり、声は消え行くものです。これに対して、主はイエス様は、道そのものであり、単なる声ではない。永遠に残ることばそのものです。道は永遠に存在し、ことばも永遠に残る。そこで第一の問いのヨハネとは、どういう男であったかに対する答えは、ヨハネは、道を整える者であり、荒野で呼ばわる者の声であると答えることができます。すなわち、人格と使命は、一つであり、分けることのできないものでした。

何百年前でしょうか、ドイツで有名な絵描きさんがいまして、名前はマティアス・グリューネヴァルトという男です。すばらしい絵をたくさん描いたんです。一つの絵には、十字架につけられたイエス様を指さしているバプテスマのヨハネが描かれています。けど、ヨハネの指さしている指は、非常に大きく描かれています。ヨハネと頭と同じような大きさで指が大きく描かれています。ヨハネが指さしている指は、結局非常に大きく描かれている、すなわちこの絵の意味は、ヨハネの使命が何であるかということです。すなわちヨハネの使命は、「見よ。世の罪を取り除く、神の子羊」とイエス様を指し示すことでした。ヨハネは、どういうふうにイエス様のために道を備えたのでしょうか。彼は、罪の赦しを与えるための悔い改めのバプテスマを述べ伝えたのです。彼は民に、罪とは単に悪い行いじゃなくて、誤った方向に進むことであるとはっきり言いました。イザヤ書53章6節に

イザヤ書53:6

6 私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。 

罪とは、誤った方向に進むことだけじゃなくて、的をはずすことです。ホセア書14章1節に

ホセア書14:1

1 イスラエルよ。あなたの神、主に立ち返れ。あなたの不義がつまずきのもとであったからだ。 

とあります。もう一箇所、箴言8章36節

箴言8:36

36 わたしを見失う者は自分自身をそこない、わたしを憎む者はみな、死を愛する。」 

とあります。さらに聖書は、悪魔の支配にある状態を罪と言っています。イエス様は、ヨハネの福音書8章34節に言いました。

ヨハネの福音書8:34

34 「まことに、まことに、あなたがたに告げます。罪を行なっている者はみな、罪の奴隷です。 

罪のもとにある人間は、現在平安はないし、将来裁きと滅びが待ってます。この理由でヨハネは、悔い改めよと叫びました。悔い改めた人々は、悔い改めのしるしとして、水のバプテスマを受けたんです。結局、聖書の要求されているのは、「しっかりしなさい。立派になりなさい。」ではなく、悔い改めなさい。まことの悔い改めとは、何でしょうかね。3つの事実を意味するでしょうね。

第1番目、罪を認めることです。

2番目、罪を告白することです。

3番目、主に立ち返ることです。

ルカの福音書18章13節に、主の御心にかなう祈りが書き記されています。

ルカの福音書18:13

13 『神さま。こんな罪人の私をあわれんでください。』 

結局、こういう態度があればOK。主の要求しているのはそれなんです。ですから、もうすでにダビデの息子のソロモン王は書いたのです。

箴言28:13

13 自分のそむきの罪を隠す者は成功しない。 

毎日、覚えるべき事実です。隠す者は、成功しない。告白して、それを捨てることは憐れみを受ける。我々にとって必要なのは、憐れみを受けることだけ。パウロは、イエス様に出会ってから、あっちこっち福音を述べ伝えたし、けどどこでも「私は憐れみを受けた。」と言ったのです。

2番目の質問は、ヨハネとイエス様との関係は、いったいどういうものだったのでしょうか。もっとも大切なのはそれじゃないかな。どういう場合でも、人にとって、決定的に大切なことは、その人のイエス様に対する関係です。ヨハネはもちろんイエス様より半年前に生まれたんです。それだけじゃなくて親戚でした。ですから、ヨハネはイエス様のことをよく知っていたはずです。このヨハネが、どんなにはっきりとイエス様の偉大さを知っていたのか、もう驚くほどです。ヨハネは、自分とイエス様との間の大きな差を知っていました。ルカの福音書3章16節を見ると、次のように書かれています。

ルカの福音書3:16

16 ヨハネはみなに答えて言った。「私は水であなたがたにバプテスマを授けています。しかし、私よりもさらに力のある方がおいでになります。私などは、その方のくつのひもを解く値うちもありません。その方は、あなたがたに聖霊と火とのバプテスマをお授けになります。 

それからヨハネの福音書3章30節、すごい考えられない証です。ヨハネは、心から、言っただけではなくて、思ったんです。

ヨハネの福音書3:30

30 あの方は盛んになり私は衰えなければなりません。」 

ヨハネは、イエス様を第一にした。ヨハネは、自分の弟子が自分から離れてイエス様に従うことを喜んだんです。これも普通じゃない。ヨハネは、数えられないほど多くの弟子たちを持っていたんです。

ヨハネの福音書1:35-37

35 その翌日、またヨハネは、ふたりの弟子とともに立っていたが、 

36 イエスが歩いて行かれるのを見て、「見よ、神の小羊。」と言った。 

37 ふたりの弟子は、彼がそう言うのを聞いて、イエスについて行った。 

おそらく誰も「さようなら」と言わないで、ヨハネから離れて、イエス様について行ったのです。

ヨハネの福音書3:26

26 みなあの方のほうへ行きます。」 

ヨハネが、多くの人々がイエス様の所に出かけて行くということを聞いた時、もちろん妬むことがない。彼は大声で喜びました。「彼は栄え、私は衰える。びりです。あのイエス様だけが盛んになり、私は衰えなければなりません。イエス様は必ず盛んになる。己は衰えるべし」　ヨハネの心からの気持ちとは、そういうものでした。

ヨハネは、イエス様の栄光だけを大切にした。自分は別にどうでもいい。それですから道を備えるという使命を果たすことができたんです。ただイエス様の栄光だけを大切にする者だけが、本当の証人となりうるのです。私たちは、かつてイエス様と我々の間の大きな相違を見たことがあるでしょうか。もちろん、未信者だけじゃないよ。信者もイエス様との間に大きな相違があると、聖書ははっきり言っているのです。もう過ぎ去った何日の間に、同じみことば2、3回、イザヤ書55章8節、9節が引用されました。主の呼びかけが、未信者に対するものではないよ。主の恵みによって救われた人々に対する呼びかけです。

イザヤ書55:8-9

8 「わたしの思いは、あなたがたの思いと異なり、わたしの道は、あなたがたの道と異なるからだ。――主の御告げ。―― 

9 天が地よりも高いように、わたしの道は、あなたがたの道よりも高く、わたしの思いは、あなたがたの思いよりも高い。 

ちょっとだけ違ったら、全然違う、全く違う。この相違を見た者だけが、主の道を整える者となりうるのではないでしょうか。ヨハネは、明らかに自分は道ではなく、道を整える者にすぎない。私は水でバプテスマを授けますが、私の後におられる方とは、聖霊でバプテスマを授けます。私はまた、かがんでその方の靴のひもをとく値打ちがないと言ったんです。

道を整えるということは、回心するようにさせることです。道を整えるということは、自分の全生活を主との正しい関係に置くということです。いかにそれは可能なのでしょうか。ただ、悔い改めによってのみ、罪の赦しは悔い改めの結果です。聖書の中には、どこでも罪の赦しを求めるように祈りなさいという薦めはない。けど、自分の罪を告白しなさいという薦めはどこでもあります。
悔い改めをしない人は、裁きが待っています。イスラエルの民であろうと、アブラハムの子孫であろうと、なかろうと、関係ない。悔い改めようとしなければ、結局、救いの道がない。要求されているのは、正直になること、悔い改めることです。この事実は、ヨハネの内に動かしがたいものとなったんです。「悔い改めよ」と彼は、3年半叫び続けました。本当はもっと長かったんです。彼は、荒野にいた時、多くの人々は、彼の所に行って、悔い改めるようになりました。

聖書には、もちろんバプテスマ、洗礼という言葉は何回も何回も出てきますけれど、いつも同じ意味ではない。イエス様の洗礼のことも、確かに書き記されています。実は、イエス様はこのバプテスマのヨハネによって、洗礼を受けたんです。彼は、一度断ったんです。「私はそういう資格がない、逆だったら解かる」、けどもイエス様は、バプテスマのヨハネによって洗礼を受けたんです。けど、イエス様の洗礼と他のイスラエルの人々の洗礼の違いは、何だったでしょうかね。

民は、自分の罪を認めそれを告白し、悔い改めのしるしとして、洗礼を受けたんです。けど、イエス様は、もちろん罪を知らないお方でした。罪を告白する必要も、もちろんなかったんです。イエス様の洗礼は、人類の罪のために、代表者として死ぬという使命に対する光の表明でした。罪にまみれた、人類の代表者として、イエス様はヨルダン川、すなわち死の川に沈み、つまり世の罪を取り除くという、ご自分の使命を確認し、了承されました。

ヨハネは、イエス様の上に御霊が鳩のように下り、その上に留まったことを見たんです。ヨハネにとっては忘れられないことでした。イザヤ書の中で、次のような約束のみことばがあったんです。この実現を経験したのはバプテスマのヨハネです。

イザヤ書42:1

1 見よ。わたしのささえるわたしのしもべ、わたしの心の喜ぶわたしが選んだ者。わたしは彼の上にわたしの霊を授け、彼は国々に公義をもたらす。 

結局、イエス様の上に御霊が鳩のように下った。その上に留まったことを見た。そのことによって、ヨハネは、イエス様こそ、約束された救い主であることを新たに確信したのです。イエス様は、神の御子であり、我々の私そのものは声にすぎない。イエス様だけが栄光を受けられれば、自分は別にどうでもいい、かまわないとイエス様に心から言えたのです。我々の主イエス様に対する態度とは、いったいどういうものでしょうか。ヨハネは結局、イエス様を見た時、もう自分は別にどうでもいい、イエス様だけが栄光をお受けになるように、心から望んだのです。

最後に短く、ヨハネはどういう影響を及ぼしたのでしょうか。福音書を見ると書かれています。全部、「みな」という表現がよく出ています。たとえばユダヤの人たちは、みなエルサレムに住む人々は、全部、荒野に行って、自分の罪を告白しました。そして、告白したしるしとして洗礼を受けました。

当時のめちゃくちゃな男でしたけど、ヘロデ王という王様もヨハネから、非常に深い印象を受けたんです。ヨハネは本当に勇気ある男でした。ヘロデ王の罪を公に知らせたんです。「あなたと一緒にいる女性は、あなたの奥さんじゃない、めちゃくちゃだよ。」とヨハネは、はっきり言ったんです。もう危ないよ。けど、それにしても、ヘロデはやっぱりヨハネを尊敬した感じです。マルコの福音書6章20節を見ると解かります。不思議なんですけども、ご存知でしょうけど、ヘロデは後でイエス様を殺させてしまったんです。考えられない、ひどい。けど、ここで

マルコの福音書6:20

20 それはヘロデが、ヨハネを正しい聖なる人と知って、彼を恐れ、保護を加えていたからである。また、ヘロデはヨハネの教えを聞くとき、非常に当惑しながらも、喜んで耳を傾けていた。 

一方から見ると、ヨハネの奉仕は成功したらしいけど、他方から見れば、彼の終わりは悲劇的でした。イエス様は殺されたのですけど、ヨハネも同じように殺されました。マタイの福音書10章24節に

マタイの福音書10:24

24 弟子はその師にまさらず、 

とあります。このイエス様のことばも、初めて経験しなくちゃならなかったのは、ヨハネでしょう。ヨハネは人に、自分たちの罪を示すという務めを忠実に果たしました。人間的に見れば、そのために彼は、自分の命を与えなければならなかったのです。けどもイエス様は、彼を預言者以上の者と言われました。もう一回読みます。「でなかったらなぜ行ったのですか。預言者を見るためですか。そのとおり。わたしが言いましょう。真理であるまことの神は、言いました。預言者よりもすぐれた者です。」

ヨハネは、一番初めにイエス様を約束された救い主と認めた人ですから、イエス様の最初の証人でした。ヨハネは自分自身のためには、何にも求めなかったんです。イエス様が彼にとってすべてでした。ヨハネが与えたバプテスマと、私たちが受けるバプテスマの違いとは何でしょうか。ヨハネのメッセージは、あなたの罪を告白せよということだけでした。そして、彼のバプテスマは、1つの告白のしるしでした。ヨルダン川で、ヨハネからバプテスマを受けようとした人々とは、結局、頭を下げたのです。

私たちは、罪人であり、滅び行く者ですと告白しました。その中で洗礼を受けた人々の一人は、間違いなくアポロという男でした。彼もバプテスマのヨハネの弟子の一人でした。使徒の働きを見ると次のように書かれています。

使徒の働き18:25

25 この人は、主の道の教えを受け、霊に燃えて、イエスのことを正確に語り、また教えていたが、ただヨハネのバプテスマしか知らなかった。 

このアポロという男は、ヨハネから旧約聖書について、多くのことを教えられたに違いない。けど聖書は、アポロに決定的なことが欠けていたとあります。そして、たぶん夫婦ですかね、プリスキラとアクラが彼に教えたんです。このアポロは新しい体験をする前に、エペソにいる数人の人々に聖書を教えていました。このアポロは、その人々に自分の体験した以上のことは、もちろん当然です。与えることはできなかったんです。

アポロもその人々も、したがって、ヨハネのバプテスマを受けたばかりで、聖霊を受けてはいなかった。けど我々の受ける洗礼は、単に告白だけでなく、体験の証をも意味します。洗礼を受ける人は、単に自分が罪人であるということを告白するだけじゃなくて、イエス様が私たちのために、死んでくださり、私たちの罪を赦し、救ってくださったと証をするのです。
ヨハネのバプテスマは、悔い改めよというメッセージの結果であり、我々のバプテスマは、悔い改めて福音を信じたということの証に他ならない。もちろん福音の教えではなく、自覚すなわち、イエス様ご自身です。罪の告白だけでは、救われません。犯罪者は裁判官の前に、自分の罪を認めるだけで赦されることはありません。罰を受けなければならない。悔い改めに信仰が加えられるとその人は他の人がすなわちイエス様が、私のために死なれ、罰を受け、私は赦されたということを知るようになります。
イエス様は、その聖い生活をささげて、我々の罪の債務を支払われ、私たちは主と和解させてくださったのだという事実を、心の目で見た人が洗礼を受けるのです。ヨハネのバプテスマは、救いへの道を備える手段であり、我々のバプテスマは、救われたという証の手段です。もちろん両方とも必要不可欠です。すなわち悔い改めは、罪を認め、告白して、罪から離れ、主に立ち返ることです。

信仰とは、第一に、イエス様は、私たちのために死なれたという確信。第二に、イエス様は、私たちの罪を赦し、力と権威を持っておられるという心からの信頼。第三に、喜んで主に従う従順を意味します。イエス様の一つの与えられた名前は、「ほふられる小羊」です。ほふられる羊に関する記事、旧約聖書の最初の記事は、皆さんご存知ですけど、創世記22章7節に出てきます。

創世記22:7

7 全焼のいけにえのための羊は、どこにあるのですか。」 

アブラハムは、イサクの質問に対して、何と言ったかといいますと、「神ご自身が全焼のいけにえの羊を備えてくださるのだ。」と答えたのです。そして新約聖書での最初の箇所は、ヨハネの福音書1章29節

ヨハネの福音書1:29

29 「見よ、世の罪を取り除く神の小羊。 

という記事です。私たちは、新約聖書において、主なる神がどのようにその子羊を備えられたのかを知ることができます。神の御子は、救いの道として神の小羊となられたのです。もう一回、2箇所を読んで終わりましょうか。イザヤ書53章。今日まで、ユダヤ人の大部分は、何があってもこのイザヤ書53章を読まない。読んではいかん。心を開いて読めば解かるはずです。結局、救い主に対する預言のことばであります。

イザヤ書53:4-6

4 まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みをになった。だが、私たちは思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦しめられたのだと。 

5 しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。 

6 私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。 

イエス様はバプテスマのヨハネについて、彼は大いなる者であると言われました。どうしてでしょうか。彼は、「イエス様は栄え、私は衰えなければならない。」と言ったから。この態度の結果は何でしょうか。ヨハネは言ったんです。「喜びは私に満ちた。」と。イエス様は今日、私たちに、何を言われるのでしょうか。我々の主イエス様に対する態度は、どういうものなのでしょうか。主は、我々を大いなる者と言われるのでしょうか。私たちは、ヨハネと同じ態度をとるのでしょうか。

